
1,818

515

265

0

500

1,000

1,500

2,000

23fy 24fy 25fy

1,975

258
33 2 0 0

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

１回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回

340

48
19

0

50

100

150

200

250

300

350

400

23fy 24fy 25fy

受診者数推移

受診回数

Ｃｓ１３７検出人数

ホールボディーカウンター受診の状況① 

 受診者数が漸減している。若年層の受
診率が極端に減少していることが原因
である（２ページ目にデータを示す）。 

 Cs137検出人数は漸減。平成２５年
度にCs137が検出された方は、６0
歳代が最も多く（４０歳未満はゼロ名、
４０歳台３名、５０歳台５名、６０歳
台８名、７０歳台５名）、最も高い値
で720Bq/bodyであった。 

 複数受診者がおり、一部では関心の高
さがうかがえる。多数回（３回、４
回）受診している住民の年齢は、主に
１０歳代（６人）、２０歳代（９人）
であった。 
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ホールボディーカウンター受診の状況② 

 震災直後は２０歳以下の受診
が多かったが時間の経過とと
もに受診者数は減少。 
 

 年を追うごとに５０歳代を中
心に受診する割合が高いとい
う傾向に変化。 
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